
１．職員の任免に関する状況

（１）職員採用・退職の状況（平成21年4月2日～平成22年4月1日）

（注）採用者には、総務省の割愛人事による者を含みます。


（２）職員採用試験の状況

○定期採用試験（平成22年4月1日採用）

（３）事由別退職者数（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

（４）部門別職員数の状況（各年4月1日現在） （単位：人）

（注）１．職員数は、一般職に属する職員数で、教育長を含みます。

　　　２．[　　　]内は、条例定数の合計です。
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（５）職種別職員数の状況（各年4月1日現在） （単位：人）

（６）職員数の推移（各年4月1日現在）（単位：人）

（注）平成18年以前の数値は、旧木津町、旧加茂町及び旧山城町の数値の合計値です。

（７）年齢別職員構成の状況（平成22年4月1日現在）

（単位：人）
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（８）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

　木津川市は、平成19年3月12日に木津町、加茂町、山城町が合併して誕生しました。また国家的プロジェクトである｢関西文

化学術研究都市」の中核として発展し、全国的に尐子高齢化が進むなか、人口が大きく増加している数尐ない自治体です。

　しかしながら現在の地方自治体を取り巻く状況は、2008年の世界的な金融危機に端を発した景気低迷と雇用の減尐による市

民税の大幅な減尐するとともに、高齢化の著しい進行などにより社会福祉費が増加するなど、極めて厳しい財政状況に直面し

ております。また国における地域主権議論など、複雑高度化していく行政需要に的確に対応していくため行財政改革による行

政の簡素化・合理化が求められています。

　本市の職員の定員管理におきましても合併以前の旧３町から定員適正化を図り、組織機構改革、事務事業の見直し、退職者

不補充、職員の能力開発などにより職員数の削減に努め、合併後も合併によるスケールメリットを活かすため類似団体の１割

減の職員数を目標に取組んできました。結果、平成２０年４月には職員数が５０２名となり、平成１０年度以降の１０年間で

１２１名（１９．４％）の職員を削減し、当初の目標を上回る成果が得られました。

　引き続き職員の定員適正化に努めるとともに、職員の退職による労働力の低下、人口増による行政需要の増加に対応するた

め、将来の職員数の目標数値を定めた「定員適正化計画」を策定し、職員数の適正化を図りつつ最大の行政効果が得られるよ

う事務事業の見直しと行財政の効率化に努めるものとしています。

ア．定員管理の数値目標

イ．定員管理の年次別数値目標（各年4月1日現在）

（注）１．計画期間は、平成21年～平成25年の5年間です。

　　　２．定員管理の職員数には、教育長を含みます。

ウ．定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要（各年4月1日現在）

（注）１．　（　　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

　　　２．　増減は各年にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては、計画１年目以降現年までの

　　　　　職員増減数の累計を示します。
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２．職員の給与の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。

　　　２．給与費は当初予算に計上された額であり、給与改定分は含みません。

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成22年4月1日現在）
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【参考】国家公務員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

（注）１．平均給料月額とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　　２．平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当
　　　　　を合計したものです。なお、下段の数値は、国家公務員の平均給与月額が、時間外勤務手当等を含めずに公表
　　　　されているため、比較用に再計算した額です。
　　３．国家公務員の数値は、平成２２年国家公務員給与等実態調査によるもので、人事院から公式発表された数値の
　　　　み記載しています。

（４）職員の初任給の状況（平成22年4月1日現在）

（５）ラスパイレス指数の状況（各年度4月1日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成22年4月1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数をいいます。

　　　採用前に民間企業などの経歴がある場合は、その期間が前歴換算され採用後の年数に加えられます。

（７）一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在）
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322,291 円

旧加茂町

旧山城町

木津川市

98.0

149,800 円

木津川市

旧木津町

高校卒 144,500 円
一般行政職

178,800 円

年度

－

98.0

－

全地方公共団体平均

97.9

98.5

町村
平均 93.9

技能労務職

税務職

職種 平均年齢

福祉職
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（８）職員手当等の状況

　・　

ア．期末・勤勉手当

1人当たり平均支給額（平成21年度決算）

（平成21年度支給割合） （平成21年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.75月分 1.4月分 2.75月分 1.4月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　　　5％～15％ 　・役職加算　　　5％～20％

　・管理職加算    10％～14％ 　・管理職加算    10％～25％

（注）１人当たり平均支給額は、6月期及び12月期の支給合計額の平均額です。

　　

イ．退職手当（平成22年4月1日現在）

（注）１．本市の退職手当は、京都府市町村職員退職手当組合の規定によります。

　　　２．退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

ウ．地域手当（平成22年4月1日現在）

エ．特殊勤務手当（平成22年4月1日現在）

10%

勤　続　２　０　年

区分

木津川市

退職手当の調整額（退職前60月の在職期間
の在級区分により調整額を加算）

退職手当の調整額（退職前60月の在職期間
の在級区分により調整額を加算）

―

1回　500円

左記に対する支給単価

まち美化推進課職員
健康推進課職員

支給率

自己都合 勧奨・定年

木津川市

―
1,579千円　

１人あたり平均支給額

支給実績（平成21年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成21年度決算） 124千円　

区　　　　　　　分

5,503千円

国の制度（支給率）

24,362千円

支給実績（平成21度決算）

行旅病人の病院への収容作業に従事した場合及び
行旅死亡人の収容埋葬又は身元判明時において身
元引受人に遺体を引渡す作業に従事した場合

30.55月分

感染症が発生し又は発生するおそれがある場合に
おいて、感染症患者等の救護、感染症菌の付着の
危険がある物件の処理作業、感染症菌を有する家
畜等に対する防疫作業処理作業に従事した場合

23.50月分

41.34月分

30.55月分

59.28月分47.50月分

33.50月分

自己都合

59.28月分

勧奨・定年

23.50月分

33.50月分勤　続　２　５　年

国

支給職員1人当たり平均支給年額（平成21年度決算）

京都市 10%

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成21年度）

行旅病人
　　　　　1回　1,000円
行旅死亡人
　　　　　1体　5,000円

1匹　500円
※箱詰め状態のものは、

1匹　200円
犬猫の死体処理作業に従事した場合

支給対象職員数

87千円　

3千円　

市全域

主な支給対象職員

5.2％　

主な支給対象業務

3%500人

3種類　

全　　　職　　　種

2人

59.28月分

41.34月分

59.28月分

61,693千円　

定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

―

59.28月分59.28月分

定年前早期退職特例措置（2～30％加算）

3%

全職員

国

犬猫の死体処理取扱作
業従事手当

47.50月分

感染症防疫作業従事手
当

社会福祉課職員

手当の名称

支給対象地域

その他の加算措置

勤　続　３　５　年

行旅病人及び行旅死亡
人取扱作業従事手当

最　高　限　度　額

手当の種類（手当数）
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オ．時間外勤務手当及び休日勤務手当（平成22年4月1日現在）

（注）職員１人当たり平均支給年額の算出にあたっては、支給対象とならない管理職員は除外しています。

カ．その他の手当（平成22年4月1日現在）

○配偶者　　13,000円

○扶養親族（配偶者を除く）　　

1人につき　6,500円

　※配偶者のいない職員の扶養親族

　　1人目は　11,000円

○満16歳の年度当初から満22歳の年度末までの子　

１人につき5,000円加算

○借家・借間居住者

　家賃の額が月額12,000円を超える場合

　　家賃の額に応じ月額11,000円～27,000円

○持家居住者（平成22年1月以降廃止）

　新築・購入から5年間　月額2,500円

○自動車及び自転車等利用する職員

 2km未満 月額 　  0円

 2km以上 5km未満 月額 2,000円

 5km以上10km未満 月額 4,100円

10km以上15km未満 月額 6,500円

15km以上20km未満 月額 8,900円

20km以上25km未満 月額11,300円

25km以上30km未満 月額13,700円

30km以上35km未満 月額16,100円

35km以上40km未満 月額18,500円

40km以上45km未満 月額20,900円

45km以上50km未満 月額21,800円

50km以上55km未満 月額22,700円

55km以上60km未満 月額23,600円

60km以上 月額24,500円

○交通機関を利用する職員

６か月定期券等の額を一括支給

（月額換算55,000円を限度）

○課長級以上の管理職員に対して支給

　給料×支給割合＝支給額

部長級　14％　次長級　13％

課長級　11％　主幹級　10％

○宿日直勤務をした職員に支給

　勤務１回につき　4,200円

　※１回の勤務時間が5時間未満の場合は半額

168,606千円

内容及び支給単価

支給実績

給料月額の特別
調整額として、
役 職 に 応 じ て
46,300 円 ～
139,300円を加算

45,815千円 

同 14,564千円 

―

職員１人あたり
平均支給年額

―住居手当 158千円 

0千円

異 566千円 

2,405千円 22千円

371千円

年度 支給実績

234千円 

国の同制度

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
　
　　　　　　　 勤務日　　　　　　　 週休日
下記以外     時間単価×1.25倍　　　時間単価×1.35倍
22:00～5:00  時間単価×1.50倍　　　時間単価×1.60倍

152,120千円

395千円

時間外勤務手当

21年度

7千円

20年度

60,409千円 

支給職員１人当た
り平均支給年額

休日勤務手当

祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給

　
下記以外     時間単価×1.35倍
22:00～5:00  時間単価×1.60倍

21年度

20年度

― 0千円

― 25,617千円 59千円 

2,783千円

手当名

内容及び支給単価
国の制度
との異同

手当名

宿日直
手　当

同

管理職
手　当

通勤手当 同

扶養手当 同
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（９）特別職の報酬等の状況（平成22年4月1日現在）

　　　給　　　料　　　月　　　額

（平成21年度支給割合） 6月期　1.45月分　　12月期　1.65月分

（期末手当計算式）

市長等　((給料＋地域手当)＋(給料×0.2)＋役職加算額((給料＋地域手当)×0.15))×支給割合

教育長　上記計算式の下線部分が(給料＋扶養手当＋地域手当)となる

（平成21年度支給割合） 6月期　1.45月分　　12月期　1.65月分

（期末手当計算式）

　　　　(報酬＋役職加算額(報酬×0.15))×支給割合

（算定方式） （支給時期） （任期満了時退職手当額）

給料月額×5.30倍×在職年数 任期毎  18,656千円

　　〃　　3.15倍　　〃 　〃   9,198千円

　　〃　　2.70倍　　〃　　 　〃   7,128千円

　　〃　　2.70倍　　〃　　 　〃   7,128千円

（注）１．給料月額の金額等については、条例に基づいた金額となっています。

　　　２．期末手当の支給割合は、本年の人事院勧告の改正前の数値となっています。

　　　３．現在、水道事業管理者は選任していませんが、参考として記載しています。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

　（注）保育園、図書館など不規則な勤務に従事する職員については、勤務時間を週当たり38時間45分となるように勤務の

　　　割り振りを行っています。


（２）時間外勤務及び休日勤務の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

（注）算出にあたり管理職員は対象から除きます。

（３）年次有給休暇の取得状況（平成21年1月1日から平成21年12月31日）

（参考）平成20年における平均取得日数

―380,000円

時間外・休日勤務総時間数

平均取得日数

51,355時間

730,000円

地域手当を含めた給料月額（うち地域手当の額）

906,400円　（26,400円）市長

副市長 751,900円　（21,900円）

660,000円

470,000円

660,000円

880,000円

教育長

議長

副議長

水道事業管理者

副市長

水道事業管理者

議長

副議長

議員

市長

副市長

議員

市長

教育長

教育長

全対象職員数

木津川市

水道事業管理者

職員1人当たり年間平均時間

30.5％

総取得日数総付与日数

全地方公共団体国

11.6日19,119日 5,835日 501人

13.2日

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻

有38時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

副市長

121時間

679,800円　（19,800円）

休憩時間

―

―

期
末
手
当

扶
養
手
当

通
勤
手
当

退
職
手
当

教育長

市長

週休日の振替制度

※　一般の職員の例に準じる。なお、扶養手当は教育長のみ対象。

民間

取得率

区分

給
料

地
域
手
当

報
酬

350,000円

水道事業管理者

679,800円　（19,800円）

8.5日平均使用日数 11.4日 11.2日
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（４）病気休暇の状況（平成22年4月1日現在）

（注）取得件数及び総取得日数については、平成21年1月1日から平成21年12月31日の期間となります。

（５）特別休暇等の状況（平成22年4月1日現在）

（注）取得状況については、平成21年1月1日から平成21年12月31日の期間となります。

子の入学式、卒業式休暇

感染症の予防等による交通遮断
又は隔離による場合

配偶者の出産に伴う
子の養育休暇

子の看護休暇

忌引休暇

子の授業参観休暇

夏季休暇

1,954 日 

１年を超えない範囲で、その療養に必
要と認められる期間

0 日 その療養に必要と認められる期間

 平均使用日数　2.8 日

取得実績

総取得日数

0 日 

0 件 

46 件 

0 件 

20 件 

0 件 

0 件 

選挙権その他公民
としての権利行使

半日の範囲内で必要と認められる期間（義務教育に限る）

必要と認められる期間

休暇の種類

必要と認められる期間

期間

126 件 

分べんの予定日前８週間（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）
に当たる日から、分べんの日後８週間目に当たる日までの期間の
中で職員が請求した期間

必要と認められる期間

生理休暇

育児休暇

配偶者の出産休暇

結核性疾患

生後１年未満の子を養育する場合、１日２回、１回30分

取得件数

公務上の負傷又は疾病

7日の範囲内の期間

連続する３日を超えない範囲内で必要と認められる期間

法要休暇

結婚休暇

社会貢献活動のための休暇

病気休暇の種類

必要と認められる期間

災害又は交通機関の
事故等による場合

必要と認められる期間

７月から９月までの期間で、原則連続する３日の範囲の期間

職員の現住居が災害により
滅失、損壊しその復旧作業に

あたる場合

必要と認められる期間（義務教育に限る）

骨髄液提供のための休暇

証人、鑑定人、参考人等
として、官公署等への出頭

2 件 

上記以外の負傷又は疾病
90日を超えない範囲で、その療養に必
要と認められる期間（特定疾病につい
ては、180日を超えない範囲）

162 件 

期間

産前産後休暇

5 件 

0 件 

0 件 

7 件 

0 件 

6 件 

0 件 

87 件 

3 件 

12 件 

103 件 

父母の追悼のための特別な行事（死亡後15年以内に行われるもの
に限る）のため勤務しないことが相当と認められる場合　1日

２日以内で必要と認められる期間

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その子の
負傷・疾病に係る看護のため勤務しないことが相当であると認め
られる場合　１年において５日の範囲内の期間

死亡した者の続柄に応じて１日から１０日の範囲内で必要と認め
られる期間

配偶者が出産する場合であってその出産予定日の８週間（多胎妊
娠の場合にあっては、14週間）前の日から当該出産の日後８週間
を経過する日までの期間にある場合において、当該出産に係る子
又は小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、これ
らの子の養育のため勤務しないことが相当であると認められる場
合　５日の範囲内で必要と認められる期間

120 件 

１年に５日以内でその都度必要と認められる期間

10日以内で必要と認められる期間
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（６）介護休暇の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

（注）介護休暇取得者数は、平成21年度中に取得を開始した職員数です。

（７）育児休業の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

○育児休業承認期間

○部分休業承認期間

（注）育児休業、育児のための部分休業の承認期間については、平成２１年度中に新たに育児休業及び部分休業の取得を

　　　開始した職員数です。

0人 1人 

7人 

2人 3人 

0人 

0人 

0人 

計

1人 

男性職員 0人 0人 

女性職員

孫

0人 

0人 

2人 

0人 

0人 

0人 1人 

1.6%

2人 

0人 

0.0%

0人 1人 

0人 

0人 

0人 0人 0人 1人 

0人 

0人 

1人 

0人 

祖父母

0人 

配偶者
の父母

配偶者

女性職員

0人 

介護休暇
取得者数

2人 

0人 0人 

1人 0人 

父母

女性職員

0人 

区分

男性職員

1月以下

0人 

男性 0人 

女性

0人 

0人 7人 

1人 

1人 

0人 

計 2人 0人 

男性職員 0人 

0人 

子
区分

6月超え
1年以下

0人 1人 

計 0人 

1年超え
1年6月以下

1年6月超え
2年以下

区分 6月以下

0人 

0人 

3人 

部　分　休　業　承　認　期　間

2年6月超え

0人 2人 

2月を超え
3月以下

0人 

87.5%

0人 0人 0人 

7人 

計

1人 

男性職員

計

0人 0人 

0人 7人 

1人 100.0%7人 95..3%

8人 

0人 

計

介　護　休　暇　承　認　期　間

1月を超え
2月以下

1人 

0人 

0人 

0人 7人 2人 

0人 

0人 

2人 

2年超え
2年6月以下

0人 

0人 

0人 0人 

7人 0人 

計

計

4月を超え
5月以下

3月を超え
4月以下

5月超え

0人 

0人 0人 

要　介　護　者　数　（職員との続柄別）

兄弟姉妹

0人 

0人 

0人 

1人 1人 

0人 

区分

前年度からの継続職員 平成21年度中に取得可能となった職員 平成21年度
国家公務員
育 児 休 業
取　得　率

部分休業
取得者数

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児休業
対象者数

育児休業
取得者数

育児休業
取得率

女性職員 0人 0人 

0人 0人 

2年6月超え区分

育　児　休　業　承　認　期　間

6月以下 6月超え
1年以下

1年超え
1年6月以下

1年6月超え
2年以下

2年超え
2年6月以下
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４．職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）分限処分　（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

（注）分限処分とは、職員の非違責任を追求する制裁的な処分ではなく、あくまでも公務の能率を維持し、適正な運営を確保

　　　するために地方公務員法第２８条に基づき行う処分です。主に免職、降任、休職等の処分があります。

（２）懲戒処分　（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

（注）懲戒処分とは、職員の服務上の義務違反に対して、任命権者が、公務員関係の秩序を維持するために、地方公務員法


　　　第29条に基づき行う制裁的処分で、免職、停職、減給及び戒告の４種類があります。

 

区　　　分

刑事事件に関し起訴された場合
（地公法28Ⅱ②）

計

職務上の義務に違反し、又は職
務を怠った場合
（地公法29Ⅰ②）

法令に違反した場合
（地公法29Ⅰ①）

 

  

免職

 

条例で定めた事由による場合
（地公法28Ⅲ）

  

6 件

計減給

 

 

 

降任区　　　分 免職

 

 

 

心身の故障の場合
（地公法28Ⅰ②、28Ⅱ①）

停職

 

  

戒告

    

  

7 件

 

 

7 件 

 

 

職制、定数の改廃、予算の減尐
により廃職、過員を生じた場合
（地公法28Ⅰ④）

 

 

地公法第16条の欠格条項に該当
するに至った場合
（地公法28Ⅳ）

 

 

 

全体の奉仕者たるにふさわしく
ない非行のあった場合
（地公法29Ⅰ③）

   

失職

内精神疾患

休職

職に必要な適格性を欠く場合
（地公法28Ⅰ③）

 

計  

勤務実績が良くない場合
（地公法28Ⅰ①）

病気休職
降給

7 件

 

 

   

  

  

7 件

  

 

起訴休職

 

 

 

6 件

  

  

 

計

 

  

該当はありません
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５．職員の服務の状況

（１）服務の根本基準

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務を遂行しなければなりません。職員が職務を遂行するに



あたり守るべき義務は、次のとおりです。

（２）職務に専念する義務の免除の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

行政の運営上特に必要と認められる他の地位に属する事務を行う場合

職員は、その職の信用を傷つけまたは職全体の不名誉となるような行為をしてはなりま
せん

職務遂行に直接関係のある資格免許を取得するための試験を受験する場合

地方公務員法第46条の規定による勤務条件の措置に関し要求し、及びその審理に出
頭する場合

国、他の地方公共団体又は他の公益団体が定める場合主催する講演会等の講師の場
合

0 件 

件　　　数

内容

職員は許可を受けなければ、営利企業等に従事することができません

区　　　分

職員は、その職務遂行に当たり法令等に従い、かつ上司の職務上の命令に忠実に従わな
ければなりません

厚生に関する計画の実施に参加する場合

職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません

信用失墜行為の禁止
（地公法33）

職務命令等に従う義務
（地公法32）

0 件 

職員は、政党その他の政治的団体の結成に関与するなどの政治的行為をしてはなりませ
ん

職員は、争議行為等が禁止されています

政治的行為の制限
（地公法36）

職務に関連ある他の地方公共団体の公務員としての職を兼ね、その職に属する事務
を行う場合

争議行為等の禁止
（地公法37）

災害救助法、消防組織法、又は水防法により出動し、又は訓練に参加する場合

研修を受ける場合

守秘義務
（地公法34）

職務専念義務
（地公法35）

営利企業等の従事制限
（地公法38）

職員は、法令上特別の定めがある場合を除くほか、勤務時間中全力で職務を遂行しなけ
ればなりません

0 件 

0 件 

特別職としての職を兼ね、その職に属する事務を行う場合

0 件 

地方公務員法第55条第8項の規定に基づき、適法な交渉を行う場合

0 件 

0 件 

0 件 

7 件 

区分

0 件 

地方公務員法第49条の2の規定による不服申立て（審査請求又は異議申立て）を
し、及びその審理に出頭する場合

0 件 
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（３）職員の営利企業等従事許可の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

財団法人京都府市町村職員厚生会の運営委員会等の会議に出席する場合

区　　　分

医師の診断に基づいて、職員の健康回復又は職場適応訓練等のため一定期間、勤務
の軽減措置が必要と認められる場合

妊娠中の職員が、母子保健法第10条に規定する医師の保健指導又は同法第13条に規
定する健康診査を受ける場合

妊娠中の職員が、医師又は助産師の指導により休養又は補食の必要があるとされた
場合

結核性疾患及び有害な業務に起因する疾患に対する措置として勤務の軽減措置が必
要と認められる場合

報酬を得て事業又は事務に従事する場合（統計調査等）

0 件 

地方公務員法第55条第10項の規定による不満を表明し、又は意見を申し出る場合

16 件 

妊娠中及び出産後１年を経過しない職員が、医師又は助産師の指導により勤務時間
短縮の必要があるとされた場合

0 件 

0 件 

50 件 

0 件 

自ら営利を目的とする場合

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、その他の役員、顧問、評議
員及び当該会社、団体の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合

件　　　数

運転免許証を有する職員がその免許証の更新を行う場合

大学の通信教育による面接授業を受講する場合

京都府市町村職員共済組合が実施する制度を利用して人間ドックを受診する場合

0 件 

0 件 

0 件 

3 件 

163 件 

0 件 

1 件 
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６．職員の研修の状況

　職員の能力を開発し、公務能率を向上させ、よりよい市民サービスを提供するため、木津川市職員服務規程および木津川市

職員の研修に関する規程に基づき、さまざまな研修を行っています。

（１）職員研修の種類（平成22年4月1日現在）

○新規採用者研修

新規採用者を対象に市政の概要、職員の服務などの基礎的知識について研修

○一般職員研修

市政に関する一般的知識、公務員倫理などの基礎的知識について研修

○監督者研修

係長・課長補佐級以上の職員を対象に監督者としての必要な知識について研修

○管理職研修

管理職員を対象に市政の方針に関すること及び管理職としての必要な知識について研修

○実務研修

職務を遂行するうえで必要となる専門的知識などについて研修

○特別研修

広く一般教養としての知識などについて研修

○派遣研修

必要に応じて、実務研修のため国又は他の地方公共団体に職員を派遣

○職場研修

職場ごとに管理職及び監督者が、その職務に必要な知識などの向上のため常時行う研修

（２）職員研修の実施状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

4 人 

京都府南部７市 1 回 2 日 4 人 

4 人 京都府南部７市 1 回 2 日 

11 人 

1 回 1 日 

木津川市

2 回 2 日 217 人 

管理職研修「リーダーシップ・トレーニング」 相楽郡広域事務組合 1 回 1 日 

管理職研修（人事評価） 木津川市 2 回 1 日 

18 人 

研修名 参加者数日数研修区分

京都府市町村振興協会

新任係長研修

若手監督者のための職場内外コミュニケーショ
ンスキル養成講座

京都府南部７市

監督職研修「地方分権下でのまちづくり」 相楽郡広域事務組合

初任者研修「広域的な視点による政策形成」

保育園、幼稚園監督職研修（クレーム対応、問
題解決）

回数実施機関

職場危機管理研修

業務改善につながるタイムマネジメント講座

京都府市町村振興協会

木津川市クレーム対応研修

一般職員研修

新規採用職員研修

５年目職員研修

新規採用職員研修（接遇）

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

3 日 

2 日 

1 日 

2 人 

1 日 28 人 

68 人 

3 人 

16 人 

2 日 4 人 

3 人 

9 人 

京都府市町村振興協会 1 回 2 日 

1 回 1 日 

京都府南部７市 1 回 2 日 

相楽郡広域事務組合

課長研修「マネジメント・スキルの強化と職場課
題解決」

京都府市町村振興協会 1 回 
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納得と共感を引き出す会議活性化「術」研修 京都府市町村振興協会 2 回 2 日 

8 日 

1 日 41 人 

2 人 

1 人 11 日 

1 人 

1 人 

5 日 

8 日 

自治大学校第２部課程事後研修 自治大学校 1 回 

近畿市長会

2 回 

低炭素都市圏政策ユニット（都市交通政策技
術者）

京都大学 1 回 

1 人 

1 人 

土木担当者のための土木工事技術検査の具
体的な進め方

（社）日本経営協会 1 回 2 日 1 人 

行政評価の導入と活用セミナー （社）日本経営協会 1 回 

木造家屋評価実務研修
財団法人　資産評価システム
研究センター

1 回 4 日 

地方公共団体のためのパソコンセキュリティ
フォーラム

（社）日本経営協会 1 回 1 日 

土地評価実務研修
財団法人　資産評価システム
研究センター

住民税課税事務⑤⑥ 市町村職員中央研修所 1 回 

都市の地域福祉①～新しいセーフティネットと
自立支援～

市町村職員中央研修所 1 回 

企画事務（地域公共交通活性化） 市町村職員中央研修所 1 回 4 日 

地域における企業誘致と起業① 市町村職員中央研修所 1 回 

京都府市町村振興協会 1 回 5 人 

1 回 1 日 

エクセル（応用） 京都府市町村振興協会 2 回 1 日 

1 回 

財政／初任者「財政担当職員初任者研修会」

1 人 

1 人 

1 回 

4 日 1 人 

1 日 

1 日 

実務研修

人事評価研修（STEP２）

議会／事務局職員「議会運営実務研修会」 京都府市町村振興協会

木津川市

メンタルヘルス研修

人権学習研修

近畿都市職員専門研修

初任者研修（総合計画、行財政改革の取組）

緊急・臨時セミナー「新地方公会計制度の実務
～財務４表作成に向けて」

全国市町村国際文化研修所

緊急セミナー「公会計の整備等に係る研修会」

平成21年度市議会事務局職員セミナー

官庁施設の設計業務等積算基準と設計料算
定講習

住民監査請求と住民訴訟をめぐる法律実務

自治体経営改革Ⅰ新たな経営手法①②

組織・経営改革型研修「組織マネジメント」 全国市町村国際文化研修所

京都府市町村振興協会

京都府市町村振興協会

京都府市町村振興協会

京都府市町村振興協会

法制執務／基礎「条例・規則の読み方・作り
方」

法制執務／応用「法制執務の応用（実践編）」

「非木造家屋評価研修会」

京都府市町村振興協会

市町村職員中央研修所
住民と行政の協働～市民参加型社会に向けて
～①

税務／初任者「税務担当職員初任者研修会」

手話研修

全国市町村国際文化研修所

京都府市町村振興協会

1 回 

（社）日本経営協会

木津川市

1 回 

1 回 

1 回 

社団法人　公共建築協会

2 日 

5 日 

2 日 

2 日 

2 日 

3 日 

2 日 

3 人 

1 人 

2 人 

1 人 

2 人 

1 人 

2 人 

2 人 

4 人 

6 人 

1 人 

2 日 1 人 

1 日 2 人 

3 日 1 人 

3 日 

2 日 

4 日 

合　　　　　計

4 日 385 人 

56 回 123 日 

特別研修

1 人 

4 回 

1 回 木津川市

1 人 

897 人 

1 人 

2 日 

1 人 

2 人 

1 日 

1 人 

1 日 28 人 

1 日 1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

4 日 

1 回 

1 回 

1 回 

京都府市町村振興協会

市町村職員中央研修所

京都府市町村振興協会 1 回 

「農業所得に係る収支計算研修会」
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７．職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）健康診断の状況

　職員の健康管理のため、毎年、健康診断等を実施しています。平成20年度の実施状況は、次のとおりです。



（２）公務災害等の状況

　公務上又は通勤途上の災害により負傷等した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。平成20年



度の発生状況は、次のとおりです。

（３） 共済制度の状況

　共済制度とは、社会保障の一環として、職員やその家族の生活の安定と福祉の向上を図る相互救済の制度です。共済制度

の概要は次のとおりで、必要な費用は職員の掛金と構成団体の負担金で賄われています。

ア．機関名：京都府市町村職員共済組合

イ．共済制度概要

○短期給付事業　

病気・ケガ・出産・死亡・休業・災害に対して、必要な給付を行う。

○長期事業　

退職・障害・死亡に対して、年金又は一時金の給付を行う。

○福祉事業　

健康診断などの健康の保持増進事業、貯金事業、貸付事業などを行う。

（４）福利厚生の状況

　地方公共団体は、地方公務員法第42条の規定により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施することが義務付けられており、

木津川市では、7市10町1村18一部事務組合5関係団体、会員約8,000人（平成19年3月現在）で構成されている、財団法人京都府

市町村職員厚生会に加入し、福利厚生事業を行なっています。

　　主な、事業は以下のとおりで、構成団体の職員の掛金と構成団体の負担金で賄われています。

ア．財団法人京都府市町村職員厚生会の主な事業内容（平成22年4月1日現在）

　　○元気回復事業

　　　総合スポーツ大会などの開催、カフェテリアプラン事業、生活設計支援事業、会員家族交流事業など

　　○給付事業

　　　結婚祝金、子育祝金、健康回復助成金、人間ドック利用助成金、入院・在宅療養見舞金、死亡弔慰金など

　○物資事業・退職互助事業

　　商品購入立替制度、医療給付金事業、退職者会の活動など

イ．掛金・負担金の割合（平成21年度決算）

　巡回健診

受診者

97.0 %  495 人  

健康診断の種類 対象者

480 人  

受診率

（職員1人あたり） 24千円48千円

掛金 負担金

京都府市町村職員厚生会 24,414千円 12,207千円

95.0 %  283 人  

33 人  

298 人  

110 人  

100.0 %  

33 人  

死亡

2 件  

100.0 %  

100.0 %  

197 人  

定期健康診断

　人間ドック

特殊検診 110 人  

197 人  

脳ドック

通勤災害認定件数 0 件  0 件  

傷病

公務災害認定件数 0 件  

（負担割合） 2 1
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８．公平委員会の状況

（１）公平委員会の概要

　　　公平委員会は、地方公務員法第7条第2項の規定により設置されており、その権限は同法第8条第2項において定められて

　　います。主な内容は次のとおりです。

　　　○職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置を審査・判定し、必要な措置を執ること。

　　　○職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること。

　　　○職員の苦情を処理すること。

（２）公平委員会の業務の状況

ア．勤務条件に関する措置の要求の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

イ．不利益処分に関する不服申立ての状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

ウ．苦情の処理の状況（平成21年4月1日から平成22年3月31日）

0 件  0 件  

前年度から
の継続件数

措置要求件数 終結件数
翌年度への
継続件数

処理件数

0 件  

前年度から
の継続件数

措置要求件数 終結件数
翌年度への
継続件数

0 件  0 件  

0 件  

0 件  

0 件  

0 件  
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